
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３月１２日(土)浅口市健康福祉センターの多目的ホールにおいて、岡山県青少年健全育

成強調月間に合わせ、合同研修会を開催しました。 

開会式に続き、岡山県青少年育成県民会議が募集した「明るい家庭づくり」をテーマと

した作文の入賞された市内小・中学生 

        六条院小学校 １年  金田 新千さん  

      金光竹小学校 ４年  原田 怜治さん 

      寄島小学校 ５年  宇野 愛梨さん 

      鴨方西小学校 ６年  松崎 来雅さん 

      鴨方中学校 １年  杉本 拡之さん 

      寄島中学校 ２年  大室 和子さん 

の内４名による素晴らしい発表がありました。 

引き続いて、「ここ一番で私が実力を発揮できた理由」と題して、元オリンピック陸上競 

技選手の小林祐梨子氏による講演がありました。小林祐梨子氏は、栄光と挫折を繰り返し 

          た陸上人生を生かし、夢を追い続けた中で得られたことについて、 

          「目標」「チームワーク」「指導法」「メンタル」「気づき」の５つ観 

          点からお話しされました。その中で特に印象的であったのが、指導 

者に恵まれたというご本人が気づかれたこと、それは“指導する” 

ということはＴｅａｃｈ（ティーチ）であるよりもＣｏａｃｈ（コ 

̶チ）であるべき、ということでした。ただ単に教えるだけでなく、 

導くこと。これこそが子どもの力を伸ばすコツではないでしょうか。 

会場には小林祐梨子氏に憧れる市内の中学・高校の陸上選手も参加して熱心に話を聞い

ていました。 

育成 あさくち 平成２８年４月１日  -16- 
浅口市青少年育成センター 

 春 号 

陽春の候、皆様方におかれましては益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。 

平素より青少年の健全育成・非行防止につきましては、格別のご理解とご尽力を賜り

感謝申し上げます。 

 各学校におかれましては、入学式や新学期の人事異動でご多忙のことと思います。 

また、人事異動で少年補導担当の先生方にも変更がでてくるものと思いますが、引き

続き青少年の育成活動にご協力をよろしくお願いします。 

合同研修会 
備中地域青少年相談員連絡会井笠地区 
浅 口 市 青 少 年 育 成 活 動 協 議 会 

 

 

 

 



平成２７年度中の玉島警察署館内の少年非行の概要 

玉島署管内の昨年一年間の刑法犯認知件数は６６９件(前年比－２２%)と減少していますが、振り 

込め詐欺は急増しました。 

  玉島署管内で昨年警察に逮捕、補導された刑法犯少年は、５７人で昨年に比べ大幅に減少(－４０ 

人)しました。刑法犯少年事件のうち、最も多かったのは窃盗で２９人(－２１人)です。窃盗犯を手 

口的に分析しますと、万引き１３人(－２４人)、自転車盗５人(＋２人)、オートバイ盗４人(－２人) 

となっており、万引きが大幅に減少したことから全体の件数が減少しました。 

 また、昨年警察に補導された不良行為少年は、２５７人で前年より6Ⅰ人減少しており，行為別に 

みますと、深夜徘徊が最も多くⅠ４８人(－２８人)で，次いで喫煙９３人(－Ⅰ７人)となっています。 

 最近の少年非行の背景には、少年の規範意識の醸成を担ってきた家庭や地域社会の教育機能の低下等 

が考えられています。子ども達は「ちょっとくらいなら」「見つからなければ」といった軽い気持ちから、 

自転車盗や万引き、いじめ、飲酒、深夜徘徊等の行為をすることが多く、中には何故そのことが悪いの 

かわかっていない子どももいるのです。親は「それぐらいわかっているだろう」と思っていることも、

子ども達には理解できていないことが多いのです。 

 また、子ども達も問題行動の前兆サインを出しているのですが、大人はこのサインに気づいていない

ことが多いのです。子ども達が発する前兆サインを見逃さず、適切な助言や指導を行うことが重大な非

行防止に繋がるのです。 

 

『 関係性を育てています』 

浅口市市立寄島中学校長 原 範幸 

 「生徒の表情が穏やかです」「文化祭の時に見る態度がすばらし 

かった」「靴箱が整理されていることが市報にのったり『あいさつが 

よくできる』と誉められたりすることや、保護者や地域の人に見て 

もらうことで、生徒たちは自信を持ち、寄中に誇りを持つようにな

ったのではないか」と、学校関係者評価委員会で地域の代表の方々

に言っていただきました。１２月の授業公開の時、岡山大学の三宅

幹子先生は「子ども達の人間関係を改善して学習の基盤ともなるような良い学校風土を創るとい

うことにかなり熱心に取り組み成功してきている」とコメントしてくださいました。                  

本校では、平成２５年度から、生徒全員がさらなる成長を目指して学 

び合う「協同学習」や互いに思いやり助け合う人間関係を育む「ピア 

・サポート」、自分の思いを正しく相手に伝える力を養う「コミュニケ

ーション活動」、望ましい習慣を身につけようとする「品格教育」など

に取り組み、学力向上や不登校生徒の減少などに成果を上げてきまし

た。今後も、生徒相互、生徒と教職員 

の人間関係を育てることを基盤として、生徒のさらなる成長を目

指していきたいと思っています。保護者や地域のみなさまのご理

解・ご協力をお願いします。 

 

 

 

  


